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南ア ルプ ス に お ける タカ ネ キ マダ ラ セ セ リ の 再発 見 
伊 藤 売り 


Second Record of Carterocephalus palaemon satakei MATSUMURA 


in the southern part of the Japan Alps. 


By Akira Iro 


タカ ネ キ マダ ラ セ セ リ は 南ア ルプ ス 地 域 で は 甲斐 駒 
と 仙 丈 大 の 中 間 , 野呂 川上 流 の 北沢 (2000m) で 概 田 
A 
ー の 記録 で あっ て , その 後 現在 まで 再び 発見 され る と 
と が な か っ た の で 南ア ルプ ス に と の 蝶 が 実際 に 生 思 し 
て いる か どう か に つい て は 名 間 視 され て きた . と こ 
が 1963 年 8 月 3 日 。 仙 丈 岳 馬 ノ 背 ヒュ ッ テ 付 近 (2700 
m) の お 花畑 で 私 は 偶然 に も , と この 珍 蝶 エ 頭 を 控 集 す 
る と と が で きた . 更に 同日 出生 
見 する と と が で きた . 次 に 採集 時 の 状況 を 報告 する 
第 で ある . な お その 他 の チョ 0 の 





























御 参考 に な れ ば と 思い , 共に 記し て お いた . ス ア ゲハ 。 それ に 羽化 し て 間 も る な い ベ ニ ヒ カ ゲ を 採集 
8 月 2 日 晴 し た . し か し これ ら の 蝶 を 採集 で きた の は 8 時 半 か ら 
と と 10 昌 間 の うち で 一 番 よ い 天 気 で あっ た . ヒュ ッ 9 時 半 過 ぎ ま で の 約 1 時 間 で あり , 10 時 過ぎ に は 宏 で 

テ 周 辺 に は 一 面 に 高山 植物 が 咲き みだれ て いて 採集 に 日 光 が さ え ぎ られ 蝶 は 1 頭 も 現われ な く な っ た . ヒュ 

は 好都合 で あっ た ・ ッ テ に 引き 返す 途中 で 再び 陽 が さ し は じ め た . 11 時 頃 


待望 の クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ は 7 時 前 に お 花畑 に 現われ ヒビ ヒュッテ わき まで お り て くる と , 道ばた の 草 の 上 を 

た . 12 時 まで の 間 に ミ ヤマ アキ ノ キ リ ン ソ ウ や シン シン ウ エ の 1 種 と いっ し ょ に グル グル 同じ 所 を 小さ く 旋 回 し 
ド の 花 に お と ずれ た クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ , コ ヒ オ ドン シン, て いた セセリ チョ ウ に 気づい た . ネッ ト に 容易 に 入れ 
エル タテ チ テハ 。 キア ゲハ ( 秦 型 )) アプ アサギマダラ , モン る こと が で きた . ネッ ト か ら 取 り 出 し て 見 る と , な ん 
キチ ョ ウ , スジ グロ シロ チョ ウ を ネッ ト に 入れ る と と と それ は タカ ネ キ マダ ラ セ セ リ だ っ た , ヒュ ッ テ で 昼 
が で きた . 1 時 頃 ふ と 道ばた の ハタ ザ オ の 1 種 ( 種 名 食 を 食べ て か ら , 天候 が 悪化 し な いう ち に と 思っ て す 
は 確認 し て いな い ) の 花 の 方 を 見 る と , そこ と か ら 1 頭 ぐ 採 集 す る こと に し た . ヒュ ッ テ か ら 距 離 に し て 20m 
の 小さ な 白 蝶 か とび たっ た . 鯉 か な 椅 色 の 斑 の ある ク と お りな いと と ろ に 小さ な 空地 が あっ た . ( 敷 沢 と ヒ 
モ マ ツマ キチ ョ ウ で あっ た . し ば らく の 間 , 付近 一 帯 ュ ッ テ の 中 間 ) 





























を 探し て みた が 結局 8 1 頭 で お わっ て し まっ た . 同 夜 と の 場所 は 自分 の 行動 男 囲 内 で は 一 番 蝶 の 採集 に 適 
は 宿泊 者 が 多かっ た . し て いた . と と で 待つ だ け で 1 日 に 30 頭 以上 の クモ マ 
8 月 3 日 晴 ベニ ヒ カ ゲ を 採集 する の も そう むず か し く は な いと 思 
8 時 に 馬 ノ 背 6, 7 合 目 (2600-2700m) の お 花畑 に う 。 沿 も 昨 且 と と で 5 頭 の クモ マ ペ ニ ビ カ ゲ を と っ た た . 
出かけ た . と で クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ , コ ヒ オ ド シク ジ さて 。 と の 空地 で クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ や エル タテ チ テハ を 


ャ クチ ョ ウ 。 アカ タテ ハ 。 ア サギ マダ ラ , ミヤ マカ ラ 採集 し て いた ら 偶 然 に , 自分 の ネッ ト に タカ ネ キ マダ 


1) 宮城 県 仙台 市 新 弓 ノ 町 2 
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ラ セ セ リ の 5 倒 幼 虫 : すなわち 美しい 緑色 の 2cm ち に 曇り , 続い て 親指 の 爪 ほ どの 大 き さ の 替 が 降り 出し 
ょ っ と の 幼虫 が くっ つい て いた . この 日 いっ し ょ に な 昨夜 まで と 同様 に 雷 も 近く に 落ち つづ けた . 夫 は 桂 十 
っ た 大 学生 も 同時 刻 (私 より 少し あと ) に ほぼ 同じ 場 と な っ た . あと で 小屋 番 の 方 に タカ ネ キ マダ ラ セ セ リ 
で ホッ ト 2 の 放 に と 和 れ 空 移 い 出し て いた, 時 貸 に 成 の 食 章 イリ カリ ヤス の 上 真 見 せ で や ちい 天気 が 軸 
虫 を 発見 し た 場所 の 近く で 鉱 別 の 幼虫 1 頭 が 自分 の ネ 復 し て か ら 食 草 の 分 状態 な ど を 調べ よう と 考え て い 

















ッ ト に すい つい て いた . し か し と の 頃 か ら 空 は に わか た が 唱 難 者 が で て (無事 救助 され た )〕 翌日 は , 未明 の 
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(て) 壮 な 高山 蝶 の 採集 地 


タカ ネ キ マダ ラ セ セ リ の 
採集 地点 


ング ドロ の 木 の 生 育 地 
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ち に 下山 する こと に な っ た . 今 老 える と 3 日 の 日 も 
少し が ん ば っ て 調査 し て お け ば よかっ た と 思う 
A 
っ た が , 時 期 的 に は 8 月 10 日 項 か ら が 一 番 よ い の で ! 
な い だ ろ うか . ヒ カ ゲ の 発生 状態 か ら , ベ 
ニ ヒ カ ゲ も か な り 多 く < 発生 する も の と 思わ れる . また 
と の 辺 一 帯 で は 日 が 少し か げ る と ヒメ キシ タ ヒ ト リ が 

相当 数 飛ぶ の が 見 られ た (8 月 1, 2, 3 日 に 観察 し 
た ). また トト ホシ ハナ カミ キリ な どの ハナ カミ キリ 類 
や シラ フフ ヒゲナガ カミ キリ も 多かっ た . 

仙 丈 后 の 5 万 分 の 1 の 地図 に 示し た 部 分 は すばらし 
い お 花 畑 で 絶好 の 採集 地域 で ある . 斜線 の 部 分 は ドロ 
の 木 の 生 育 地 で ある . 従っ て オオ イチ モン ジ が 多い . 
CAN 0 * あ 
り そ の 周辺 で 5 令 幼 虫 を 発見 し た の で ある . 

GOR RAT STUMEOED 7 i 

る . タカ ネ キ マダ ラ セ セ リ ( 終 令 幼虫 を 含む ), クモ 
RS RN 
ヒ オ ド シ , オオ イチ モン ジ ,。 ミヤマ シロ チョ タマ を の 





クモ マ ベ ニ 











他 の 蝶 も 含め る と 37 種 の 蝶 を 採集 ちあ るい は 発見 し た こと こ 
と に な る 
後 記 


クモ マツ マキ チョ ウ と タカ ネ キ マダ ラ セ セ リ を ネッ ト 
に 入れ た 時 の 喜び , 更に , 帰宅 後 後者 が 南ア ルプ ス で 
2 頭目 の 記録 で も や る の を 知っ た 時 の 喜び は 今夏 の 忘 
え ぬ 感激 の 記録 で やる . と の よう に 成果 が あがっ た の 
ゃ 実に 東 治 山荘 , 馬 ノ 背 ヒ ュ ッ テ の 経営 者 , 上 島 家 の 
皆様 の お か げ で ある ・. 帰宅 後 , 東北 大 学 理学 部 ・ 加 藤 
陸奥 雄 教 授 に タカ ネ キ マダ ラ セ セ リ (Carterocephalus 
を 確認 し て いた だ き , 
れ に 先生 の 貴重 な 諸 文 献 も 参考 に させ て いた だ い 
更に 九州 大 学 教養 部 ・ 白 水際 教授 は 私 の 報告 に 対 
し て 御 親 切な 御 指 導 を し て くだ さり 「 蝶 と 虐 」 へ の 寄 








balaemon satakei MATsuwuRA) を 











稿 も お 勧め くだ さっ た ・ 両 先生 に 厚く 御礼 申し 上 げ ま 
"お 
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白水 隆 1959 原色 昆虫 大 図鑑 

白水 隆 1958 日 本 産 蝶 類 分 布 表 

白水 隆 ・ 原 草 1960 原色 日 本 蝶 燃 幼虫 大 図鑑 
白水 隆 ・ 原 章 1962 原色 日 本 蝶 類 幼虫 大 図鑑 
横山 光夫 1956 原色 日 本 蝶 類 図鑑 


Summary 





The first record of Carterocephalus palaemon 
satakei MaTrsuMURA in the southern part of the 
Japan Alps was reported by Masunpa in 1932. In 
about thirty years after this record no one Te- 
corded this butterfly from the same locality. 

On August 3rd, 1963, the author captured a 
male adult and three of 5th instar larvae at 
Umanose (2,700m), Mt. Senjo. 


昨年 の 蝶 採 集 記録 
久川 健 ? 


Some Records of Lycaenid butterflies in 1963 


By TAkgsnr 日 rsAkAwA 


1. 岩木 山麓 (青森 県 ) で 
を 採集 する 

8 月 上 旬 か ら 10 月 下旬 まで 2 ヶ月 間 , 岩木 山 炉 開拓 
事業 に 参加 し て いた 際 , 余暇 の 採集 時 に 遭遇 し た も の 
で あぁ る. 


ウラ ナミ ンジ ミ Lampides 


boeticus 4 











採集 頭数 : 2 頭 (新鮮) 
採集 場所 : 岩木 山 入 (< モデル 酷 農 場 右手 上 方 , 終 
戦 直後 入植 者 の アズ キ 畠 ) 
採集 年 月 日 : 昭和 38 年 8 月 26 日 
採集 し た 場所 は , 南 に 面 し た 日 溜り の アズ キ 人 畠 で , 
5 , 6 頭 を 目撃 し , 2 頭 を ネッ ト に 収め た が , 何れ も 





羽化 後 問 の な い 新 鮮 個体 で あっ た . どん な ルー ト で 偶 
産 し た の か 或 は 土 証 し て いる の か , 興味 ある 記録 か と 
前 。 岩木 山 近 郷 者 の 詳細 な 調査 , 報告 を 期待 し 
た いと と ころ で ある . 

2.。 ウラ キン シジミ 

採集 頭数 : 8 頭 (新鮮 ) 














Ussuriana stygiana を 多 収穫 
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